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【
目
的
】 

 

平
成
27
年
の
都
市
農
業
振

興
基
本
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く

国
及
び
大
阪
府
の
関
係
計
画
や

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等

を
踏
ま
え
、
富
田
林
市
農
業
の

有
す
る
多
様
な
機
能
の
発
揮
を

通
じ
て
、
良
好
な
農
業
振
興
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和

2
年
度
か
ら
令
和
3
年
度
に

か
け
、
農
業
関
係
者
、
商
工
関

係
者
、
有
識
者
を
中
心
に
富
田

林
市
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画

策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
計
8

回
の
委
員
会
開
催
の
中
で
、
富

田
林
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
ま
し
た
。 

富
田
林
市
農
業
振
興 

ビ
ジ
ョ
ン 

 

期
間
に
つ
い
て
は
、
令
和
4

年
度
か
ら
令
和
13
年
度
（
２
０

２
２
年
度
～
２
０
３
１
年
度
）

の
10
年
間
と
し
ま
す
。
ま
た
、

中
間
年
次
で
あ
る
令
和
8
年
度

（
２
０
２
６
年
度
）
に
お
い
て

は
中
間
見
直
し
を
行
い
ま
す
。 

 

【
本
市
農
業
の
現
状
と
課
題
】 

 

本
市
農
業
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
農
家
戸
数
１
，
０
９
４
戸
、

農
業
産
出
額
１
６
．
８
億
円
、

耕
地
面
積
６
４
５
ha
（
田
４
９

１
ha
、
畑
１
５
４
ha
）
と
大
阪

府
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

り
、
大
阪
の
農
業
の
屋
台
骨
と

言
え
ま
す
。 

 

市
内
全
域
で
は
、
主
に
水
稲

栽
培
が
中
心
で
あ
り
、
施
設
栽

培
に
お
い
て
は
、
な
す
と
き
ゅ

う
り
が
指
定
産
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
的
な
課
題
で
あ
り

ま
す
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
及

び
、
後
継
者
不
足
に
つ
い
て
は
、

本
市
に
お
い
て
も
例
外
な
く
直

面
し
て
い
る
課
題
で
あ
り
、
そ

れ
に
加
え
近
年
で
は
、
気
候
変

動
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
や

鳥
獣
被
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

農
業
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

 

【
将
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）】 

 

本
市
農
業
の
課
題
に
対
応

し
、
農
業
を
取
り
巻
く
新
し
い

動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、【
人
と
仕

事
と
環
境
を
育
む
「
農
業
都

市
」・
富
田
林
市
―
「
農
」
を
楽

し
く
豊
か
な
も
の
に
ー
】
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
、
6
つ

の
柱
に
対
応
し
た
8
つ
の
戦

略
と
方
針
を
定
め
ま
し
た
。 

 

人と仕事と環境を育む「農業都市」・富田林 

－「農」を楽しく豊かなものに－ 

本市農業の将来像 

 

富
田
林
市
き
ら
め
き
農
業

塾
の
第
1
期
生
の
修
了
式
が
、

令
和
4
年
7
月
30
日
（
土
）

に
、
富
田
林
市
き
ら
め
き
創
造

館
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
交
流
ス
ペ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
き

ら
め
き
農
業
塾
を
修
了
す
る

塾
生
は
17
名
で
あ
り
、
き
ら
め

き
農
業
塾
の
名
誉
塾
長
で
あ

る
𠮷
村
市
長
か
ら
、
17
名
の
塾

生
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 

 

令
和
3
年
8
月
7
日
（
土
）

に
き
ら
め
き
農
業
塾
第
1
期

生
と
し
て
入
塾
し
、
約
1
年

間
、
農
作
物
の
栽
培
基
礎
研

修
、
マ
ル
シ
ェ
で
の
販
売
体

験
、
農
業
に
関
わ
る
座
学
な
ど

を
学
ば
れ
ま
し
た
。
農
作
物
を

育
て
る
こ
と
で
の
苦
労
や
、
野

菜
が
う
ま
く
出
来
た
と
き
の

喜
び
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
体
験
が

出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

富
田
林
市
き
ら
め
き 

農
業
塾 

第
１
期
生 

修 

了 

式 

事
と
環
境
を
育
む
「
農
業
都

市
」・
富
田
林
市
―
「
農
」
を
楽

し
く
豊
か
な
も
の
に
ー
】
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
、
6
つ

の
柱
に
対
応
し
た
8
つ
の
戦

略
を
定
め
ま
し
た
。 

 

6
つ
の
柱
と
8
つ
の
戦
略

に
つ
い
て
は
、
価
値
（
儲
か
る

富
田
林
農
業
の
成
長
促
進
）・
人

材
（
富
田
林
農
業
を
支
え
る
新

た
な
多
様
な
担
い
手
の
参
入
、

活
躍
の
推
進
）・
農
地
（
農
地
の

保
全
と
活
用
推
進
）・
健
康
（
市

民
の
健
康
を
支
え
、
地
域
産
業

を
育
て
る
地
産
地
消
の
推
進
）

（
市
民
と
農
と
の
つ
な
が
り
の

推
進
）・
環
境
（
地
球
を
守
る
農

空
間
の
持
続
的
保
全
）（
富
田
林

農
業
に
お
け
る
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
の
推
進
）・
観
光
（
富

田
林
の
農
業
を
活
用
し
た
観
光

活
性
化
拠
点
の
育
成
）
と
定
め
、

多
様
な
方
針
、
取
組
み
を
施
策

体
系
と
し
て
整
理
し
ま
し
た
。 

 

今
後
、
策
定
し
た
「
富
田
林

市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基

に
、
富
田
林
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
等
の
関
連
計
画
の
更
新

を
進
め
、
既
存
事
業
の
充
実
及

び
、
新
規
就
農
者
の
創
出
や
農

地
の
有
効
活
用
な
ど
新
た
な
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

今
後
、
修
了
さ
れ
た
塾
生

は
、
富
田
林
市
内
の
プ
ロ
農
家

の
と
こ
ろ
で
雇
用
就
農
に
つ

か
れ
る
方
や
、
教
わ
っ
た
栽
培

技
術
を
活
か
し
て
、
実
家
の
農

地
で
農
作
物
を
栽
培
し
て
い

く
方
な
ど
、
塾
生
1
人
1
人
が

思
う
農
業
を
目
指
し
て
い
か

れ
ま
す
。 
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富
田
林
市
の
市
域
面
積
は

３
，
９
２
７
ha
、
う
ち
２
，
２

１
３
ha
が
農
業
振
興
地
域
に

指
定
さ
れ
、
そ
の
割
合
は
約
56

%
を
占
め
ま
す
。
市
で
は
、
平

成
25
年
の
見
直
し
以
降
、
一
定

の
年
数
を
経
過
し
た
こ
と
、
令

和
4
年
3
月
に
農
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
た
こ
と

等
を
受
け
、
今
後
の
農
業
の
あ

り
方
や
、
市
が
進
め
る
べ
き
取

組
み
等
を
総
合
的
に
計
画
す

る
「
富
田
林
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
」(

※)

の
見
直
し
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

（
※
）
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
と
は
、
「
農
業
振
興
地
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
優
良
な
農
地
を
保
全
す
る

と
と
も
に
、
お
お
む
ね
10
年
を

見
通
し
て
、
農
業
振
興
の
た
め

の
各
種
施
策
を
計
画
的
に
実

施
す
る
た
め
に
、
市
町
村
が
定

め
る
総
合
的
な
農
業
振
興
の

計
画
で
す
。 

富

田

林

農

業

振

興

地

域

整

備

計

画

の 

改 

定 

に 

向 

け 

て 

全国農業新聞 

見やすく！分かりやすく！充実した 

農 業 ・ 農 村 の 情 報 を 届 け ま す 

🔷発行日／毎週金曜日 

🔷購読料／月額 700円（税・送料込） 

🔷申込先／農業委員会事務局 

 

こ
の
度
、
市
内
の
農
業
の
現

状
や
5
年
後
、
10
年
後
と
い
っ

た
近
い
将
来
の
農
業
経
営
へ

の
展
望
や
ご
意
向
な
ど
に
つ

い
て
広
く
ご
意
見
を
伺
い
、
計

画
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
の

重
要
な
資
料
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
「
富
田
林
市
農

業
振
興
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。 

富
田
林
市
農
業
振
興
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は 

９
月
２
１
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い 

 

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
、

農
地
法
の
許
可
・
届
出
が
必
要

で
す
。
農
地
の
転
用
と
は
、
農

地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
使
用

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
農
地
を
住
宅
や
倉
庫

を
建
て
る
た
め
の
敷
地
、駐
車
場

や
資
材
置
場
に
す
る
等
で
す
。 

 

農
地
法
で
は
、
市
街
化
調
整

区
域
内
の
優
良
農
地
を
確
保
す

る
た
め
、
農
地
の
優
良
性
や
周

辺
の
土
地
利
用
状
況
等
に
よ
り

農
地
を
区
分
し
、
周
辺
農
地
へ

の
影
響
等
が
な
い
場
合
に
限

り
、
転
用
を
許
可
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
富

田
林
市
が
策
定
し
て
い
る
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
で
は
、
農

業
上
の
利
用
を
確
保
す
べ
き
土

地
と
し
て
農
用
地
区
域
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

農
用
地
区
域
内
に
あ
る
農
地

の
転
用
は
、
公
共
事
業
に
伴
う

一
時
転
用
等
を
除
き
、
原
則
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

日本農業新聞 

儲 か る 、 役 立 つ 、 面 白 い ！ 

実利実益につながる情報を届けます 

🔷発行日／毎日発行（新聞休刊日を除く） 

🔷購読料／月額 2,623円（税込） 

🔷申込先／日本農業新聞（0120-101630） 

農
地
法
な
ど
に
よ
る 

各
種
申
請
の
お
願
い 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
提
出
の
手
順
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

①
大
き
な
角
２
封
筒
に
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
「
返
信
用
封
筒
」
が

入
っ
て
い
ま
す
。 

②
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

③
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
、
回
答
い
た
だ
い
た
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
入
れ
、
封
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

④
切
手
は
不
要
で
す
。
お
近
く
の
ポ
ス
ト
に
、
市
に
9
月
21
日
ま

で
に
到
着
す
る
よ
う
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
一
式
は
、
大
き

な
角
2
封
筒
に
封
入
し
て
、
各

実
行
組
合
を
通
じ
て
お
手
元
に

届
き
ま
す
。 

 

【
ア
ン
ケ
ー
ト
は
計
画
策
定
の

基
礎
資
料
に
】 

 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

は
、
新
た
な
「
富
田
林
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
」
策
定
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮

で
す
が
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
本
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 
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農

業

者

年

金 

農

地
の

肥
培

管
理 

①
賃
借
料
水
準
の
算
出

に
あ
た
っ
て
は
、
賃
貸
借

に
お
け
る
賃
貸
借
デ
ー

タ
の
み
を
収
集
の
対
象

と
し
て
お
り
、
使
用
貸
借

（
無
料
）
の
デ
ー
タ
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
標
準
的
な
賃
借

料
を
算
出
す
る
た
め
、
全

デ
ー
タ
の
平
均
の
３
倍

を
超
え
る
も
の
は
特
殊

事
情
に
よ
る
も
の
と
し

て
除
い
て
い
ま
す
。 

②
金
額
は
、
算
出
結
果
を

四
捨
五
入
し
、
100
円
単
位

と
し
て
い
ま
す
。 

③
こ
の
賃
借
料
の
水
準

は
、
賃
借
料
の
動
向
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

実
際
の
契
約
は
、
土
地
の

広
さ
・
形
状
・
水
利
等
の

条
件
を
勘
案
し
、
当
事
者

間
で
賃
借
料
を
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。 

④
賃
借
料
を
物
納
（
水

稲
）
し
て
い
る
場
合
は
、

玄
米
30
㎏
当
た
り
７
，
０

０
０
円
に
換
算
し
て
い

ま
す
。 

・
農
業
に
従
事
す
る
方
の
老
後

の
安
心
に
役
立
ち
ま
す
。 

 

国
民
年
金
＋
農
業
者
年
金 

・
こ
ん
な
方
が
加
入
で
き
ま
す
。 

①
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者 

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事 

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方 

・
積
立
方
式
だ
か
ら
自
分
が
か

け
た
金
額
は
年
金
と
し
て
生

涯
も
ら
え
ま
す
。
（
仮
に
80
歳

前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、

死
亡
一
時
金
が
遺
族
に
支
給

さ
れ
ま
す
。） 

・
保
険
料
は
い
つ
で
も
変
更
で

き
ま
す
。 

 

月
々
2
万
円
か
ら 

 
 
 
 

6
万
7
千
円
ま
で 

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社

会
保
険
料
控
除
と
な
り
、
所
得

税
や
住
民
税
等
の
節
税
に
な

り
ま
す
。 

・
政
策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫

補
助
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

（
例
）
認
定
農
業
者
等
で
青
色

申
告
者
で
35
歳
未
満
の
人
は

１
０
，
０
０
０
円(

5
割)

補
助 

 

農
地
法
第
2
条
の
2
で
は
、

「
農
地
に
つ
い
て
所
有
権
又

は
賃
借
権
そ
の
他
の
使
用
及

び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利

を
有
す
る
者
は
、
当
該
農
地
の

農
業
上
の
適
正
か
つ
効
率
的

な
利
用
を
確
保
す
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

農
地
の
権
利
を
有
す
る
者
の

責
務
規
定
が
あ
り
ま
す
。 

 

農
地
は
一
度
耕
作
を
や
め

て
数
年
経
て
ば
、
原
形
が
分
か

ら
な
い
ほ
ど
に
荒
れ
て
し
ま

い
、
元
の
状
態
に
戻
す
の
に
大

き
な
労
力
と
費
用
が
か
か
り

ま
す
。 

 

ま
た
、
遊
休
農
地
（
耕
作
放

棄
地
）
は
、
病
害
虫
や
火
災
の

発
生
、
犯
罪
等
の
誘
発
の
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
除
草
等
が
困
難
な
場
合
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
有
料
で
除
草
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

☎
０
７
２
１-

３
３-

４
５
６
７ 

富 田 林 市 農 地 賃 借 料 情 報 
令和３年４月から令和４年３月までに締結（公告）された賃貸借における 

賃借料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりとなっています。 

【田の部】 

平均額 最高額 最低額 データ数 備考(使用貸借) 

21,900 円 44,500 円 6,600 円 ２４筆 １６筆 

 

【畑の部】 

平均額 最高額 最低額 データ数 備考(使用貸借) 

16,900 円 45,800 円 3,700 円 ３１筆 １６筆 

 


